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―
―
「
卵
ど
す
え
」
の
特
徴
は
。

阿
部　
「
卵
ど
す
え
」
は
飼
料
に
魚
粉
と

赤
パ
プ
リ
カ
を
多
く
配
合
し
て
お
り
、
濃

厚
な
旨
み
と
コ
ク
が
特
徴
に
な
っ
て
い

る
。
カ
ラ
ー
フ
ァ
ン
は
15
以
上
に
設
定
し

て
い
る
。

　

卵
は
主
役
に
も
な
る
し
、
ど
こ
に
で
も

登
場
す
る
助
演
に
も
な
れ
る
。
卵
は
具
材

を
よ
り
よ
く
引
き
立
て
、食
を
彩
る
も
の
。

卵
は
そ
の
味
わ
い
と
色
彩
で
、
食
に
幸
福

感
を
与
え
て
く
れ
る
。
食
べ
物
は
五
感
で

味
わ
う
も
の
だ
が
、
飲
食
店
で
も
家
庭
で

も
卵
が
力
添
え
す
る
時
は
見
た
目
の
色
も

重
要
で
、『
卵
ど
す
え
』の
赤
み
の
黄
身
は
、

　
「
卵
ど
す
え
」
や
「
黄
味
自
慢
」
な
ど

の
ブ
ラ
ン
ド
卵
を
製
造
・
販
売
す
る
㈲
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
ソ
ー
ゴ
（
京
都
府
福
知

山
市
、
阿
部
勝
之
社
長
）
は
、
農
場
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
や
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
な
ど
の
認
証
を
取
得

し
安
心
・
安
全
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、

働
き
方
改
革
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
定
時
・
定
量
に
向
け
た
体
制
が
整
っ

た
」
と
い
う
生
産
体
制
や
卵
の
特
徴
、
今

後
の
方
針
な
ど
を
阿
部
氏
に
聞
い
た
。

（
編
集
部
）

Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
に
提
供

　

―
―
ま
ず
、
羽
数
や
鶏
種
な
ど
か
ら
。

阿
部　

当
社
は
フ
ィ
ー
ド
・
ワ
ン
㈱
の
関

連
会
社
と
し
て
１
９
９
２
年
に
創
業
し
、

現
在
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
レ
ス
鶏
舎
６
棟
（
㈱

ハ
イ
テ
ム
、
フ
ァ
ッ
コ
）
計
12
ロ
ッ
ト
23

万
羽
を
飼
養
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
９

ロ
ッ
ト
が
ジ
ュ
リ
ア
と
ジ
ュ
リ
ア
ラ
イ
ト

（
６
ロ
ッ
ト
が
「
卵
ど
す
え
」、
３
ロ
ッ
ト

が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
卵
）、
３
ロ
ッ
ト
が
「
黄

味
自
慢
」
の
ソ
ニ
ア
で
、
い
ず
れ
も
岩

村
養
鶏
㈱
か
ら
１
２
０
日
齢
で
導
入
し
、

ロ
ッ
ト
ご
と
に
オ
ー
ル
イ
ン
・
オ
ー
ル
ア

ウ
ト
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
は
イ
ン

ラ
イ
ン
で
、
洗
卵
選
別
機
は
㈱
ナ
ベ
ル
の

３
・
３
万
卵
／
時
を
使
用
し
て
い
る
。

I N T E R V I E W

規模拡大は考えず
生産も製造も販売も
定時・定量を目指す

[料理には彩りが重要化 ]

㈲グリーンファームソーゴ取締役社長

阿
あ べ

部勝
まさゆき

之氏に聞く

GPセンターは3.3万卵／時



13 鶏卵肉情報　2022．2．25

卵
か
け
ご
は
ん
や
、
あ
た
た
か
な
色
彩
を

大
切
に
し
た
料
理
や
菓
子
を
、
味
覚
と
視

覚
の
両
面
か
ら
演
出
す
る
。
こ
れ
が
食
卓

を
引
き
立
て
る
、
幸
福
の
卵
だ
と
思
っ
て

い
る
。

　
「
卵
ど
す
え
」
は
２
０
１
９
年
６
月
に

行
わ
れ
た
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
に
提
供

し
、
プ
レ
ス
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
の
す
き
焼
き

用
な
ど
に
使
わ
れ
た
。

　

―
―
「
黄
味
自
慢
」
は
。

阿
部　
「
黄
味
自
慢
」の
飼
料
に
は
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
花
弁
粉
末
を
配
合
し
て
お

り
、
加
熱
す
る
こ
と
で
黄
身
が
鮮
や
か
な

黄
色
に
な
る
。
例
え
ば
、
オ
ム
ラ
イ
ス
や

玉
子
焼
き
は
黄
身
の
色
が
は
っ
き
り
わ
か

る
料
理
だ
が
、「
黄
味
自
慢
」
は
加
熱
す

る
こ
と
で
鮮
や
か
な
黄
色
に
発
色
す
る
の

で
、
親
子
丼
や
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
な
ど
、
卵

料
理
に
明
る
く
鮮
や
か
な
印
象
を
与
え

る
。

　
「
黄
味
自
慢
」
は
見
た
目
だ
け
で
な
く

味
も
評
価
さ
れ
て
お
り
、International 

T
aste Institute

のSU
PE
R
IO
R 

T
A
ST
E A
W
A
RD

を
受
賞
し
て
い
る
。

　

―
―
販
路
は
。

阿
部　

関
西
や
関
東
の
ス
ー
パ
ー
、
問

屋
、
飲
食
店
を
中
心
に
、
自
社
サ
イ
ト
で

の
ネ
ッ
ト
通
販
や
香
港
に
も
輸
出
し
て
い

る
ほ
か
、
福
知
山
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
元
の
私
立
福
知
山
淑
徳
高
校

は
一
般
社
団
法
人
日
本
卵
業
協
会
主
催
の

「
た
ま
ご
ニ
コ
ニ
コ
料
理
甲
子
園
」
で
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
す
る
な
ど
調
理
系
の
技

術
力
が
高
い
生
徒
が
多
い
の
で
、
当
社
も

「
卵
ど
す
え
」と「
黄
味
自
慢
」を
提
供
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
高
校
生
が
開
発
し
た
メ

ニ
ュ
ー
を
掲
載
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

働
き
方
改
革
に
も
対
応

　

―
―
農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
家

畜
・
畜
産
物
認
証
を
取
得
し
て
い
る
。

阿
部　

当
社
で
は
、「
お
客
様
に
安
全
・

安
心
な
食
品
を
お
届
け
し
、
安
心
し
て
使

用
又
は
食
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
健
や
か

な
社
会
の
実
現
に
貢
献
致
し
ま
す
」や「
製

品
安
全
性
確
保
の
た
め
の
製
造
販
売
工
程

の
継
続
的
改
善
を
行
い
ま
す
」
な
ど
の
食

品
安
全
方
針
を
定
め
て
お
り
、
農
場
で
は

農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
を
２
０
１
８
年

に
、
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
家
畜
・
畜
産
物
認
証
を
２

０
１
９
年
に
取
得
し
、
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
で

は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２
０
０
０
認
証
を
２
０
１
９

年
に
取
得
し
た
。
農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
延

長
で
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
働

き
方
改
革
や
労
働
安
全
、
環
境
保
全
な
ど

も
文
書
化
し
て
落
と
し
込
ん
で
い
る
。
農

「鬼に金棒」粒状 「黄味自慢」はSUPERIOR TASTE AWARDを受賞

縦型コンポ ロータリー
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し
て
い
る
。
ど
の
業
界
で
も
人
手
不
足
は

深
刻
な
課
題
だ
が
、
労
働
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
で
人
材
確
保
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

　

―
―
鶏
ふ
ん
処
理
は
。

阿
部　

発
酵
鶏
ふ
ん
は
じ
っ
く
り
と
攪

拌
、
発
酵
さ
せ
て
か
ら
15
キ
ロ
グ
ラ
ム
入

り
の
袋
詰
め
に
し
、「
鬼
に
金
棒
」
と
い

う
有
機
肥
料
に
し
て
い
る
。
追
肥
な
ど
多

用
途
に
使
用
で
き
る
粉
末
製
品
は
三
友
機

器
㈱
の
縦
型
コ
ン
ポ
式
醗
酵
法
で
、
土
壌

改
良
な
ど
の
多
用
途
に
使
用
で
き
る
粒
状

製
品
は
ロ
ー
タ
リ
ー
式
コ
ン
ポ
醗
酵
法
で

製
造
し
て
い
る
。

場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
近
畿
の
採

卵
鶏
農
場
で
は
初
の
取
得
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
認
証
取
得
に
加
え
て
「
地
域

雇
用
の
創
出
や
新
た
な
商
品
開
発
に
挑
戦

す
る
な
ど
、
養
鶏
業
の
振
興
と
発
展
に
貢

献
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
令
和
３
年
度

の
京
都
府
農
林
水
産
業
功
労
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
た
。

　

働
き
方
改
革
と
い
う
意
味
で
は
、
生
き

物
相
手
の
仕
事
な
の
で
難
し
い
面
も
あ
る

も
の
の
、
年
間
の
休
日
数
を
来
年
度
に
は

週
休
２
日
に
近
い
レ
ベ
ル
に
す
る
予
定
に

　

近
隣
農
家
へ
の
配
送
も

含
め
、
今
の
と
こ
ろ
鶏
ふ

ん
は
全
量
を「
鬼
に
金
棒
」

で
処
理
で
き
て
い
る
。

　

―
―
今
後
は
。

阿
部　

昨
年
12
月
、
２
年

か
け
て
老
朽
化
し
て
い
た

そ
れ
ま
で
の
セ
ミ
ウ
イ
ン

ド
ウ
レ
ス
鶏
舎
か
ら
ウ
イ

ン
ド
ウ
レ
ス
鶏
舎
へ
の
建

て
替
え
が
完
成
し
、定
時
・

定
量
の
生
産
体
制
が
整
っ

た
。
低
卵
価
や
飼
料
高
な

ど
不
安
定
な
要
素
は
あ
る

も
の
の
、
堆
肥
処
理
や
ス

ペ
ー
ス
の
問
題
も
あ
る
の

で
会
社
と
し
て
規
模
拡
大

は
考
え
ず
、
コ
ア
の
お
客

様
に
向
け
て
生
産
も
製
造

も
販
売
も
定
時
・
定
量
を

目
指
し
て
い
く
。

　

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

定時・定量体制が整備された農場
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